保育園児の家庭における生活--朝食の摂取等における日本人と外国人の比較を中心に by 中川 美子 & Yoshiko NAKAGAWA
保育 園児 の家庭 にお け る生活
一朝食の摂取等における日本人と外国人の比較を中心に一
はじめに
筆者は1988年の朝食に関する調査で、「風邪をひきや
すい」、「熱を出しやすい」等の健康面と朝食の摂取の仕
方について、①主食と副食をきちんと食べる ②簡単な
朝食ですます ③時々食べない に分けた場合、有意差
がみられることや、主食がパン食の場合には米飯食に比
べ副食を摂取する割合が少ないことなどを指摘 した1)。
また、他にも就学前の子どもの朝食の摂取については、
論文2)ゃ著書 3、4)が出ている。
筆者が外国人の子どもの保育について観察した愛知圏
内のX保育園では、年少組 (3歳児クラス)から年長組
(5歳児クラス)の園児について、家庭での生活の情況
(起床時刻、就寝時刻、朝食の摂取内容、排便の有無等)
を保護者が記入し、それを保育園の担当者が園児の家庭
での様子を知るのに役立てている。筆者はこの調査用紙
を基に、園児の朝食の摂取内容や起床時刻・就寝時刻等
について集計 し分析したので報告する。そして、最近の
子どもの朝食や生活 リズムに関する問題についての理解
を深め、さらにそれを保育者養成の指導に生かすつもり
である。
調査方法
1.調査対象
筆者が外国人の子どもの保育について観察した愛知圏
内のX保育園の年少組 (3歳児クラス)の園児14名(日
本人11名、外国人3名―全員ブラジル人)、 年中組 (4
歳児クラス)の園児17名(日本人12名、外国人5名―ブ
ラジル人4名、ボリビア人 1名)、 年長組 (5歳児クラ
ス)の園児14名(日本人11名、外国人3名―ペルー人 2
名、中国人 1名)計45名の園児を対象とした。在園した
園児でも無記入欄が多かった園児については調査対象か
中 川 美 子
ら除外 した。
2.調査期日
1999年4月1日から2000年3月21日までの登園日。但
し上曜日および12月29日から1月5日までと8月11日か
ら16日までは登園した園児が少なかったので除外した。
3.調査内容
X保育園で、登園日に園児の家庭での生活情況につい
て、保護者が記入した用紙 (調査用紙一図1)を基に朝
食の摂取内容、起床時刻、就寝時刻、睡眠時間、ツト便の
有無をそれぞれ集計 した。X保育園のある日の記入され
た年長組の調査用紙の例を表 1に示 した。また、集計す
るに当たり、外国人の子どもが多数在園している園の特
徴を生かし、日本人と外国人をそれぞれ別に集計 し、両
者を比較 した。
年度 検診表
平成H年度 検診表
月   日   曜日    **保育園     **組
図l X保育園の調査表
表l X保育園におけるある日の調査表 (年長組)
5月31日  月曜日    **保育園     **組
氏名
家 庭 か ら の 連 絡 園 か ら の 連 絡
睡眠 朝食(食べたもの) 排便 健康 備考(お迎え時間など) 給食 排便 午 睡 備 考
氏名
家 庭 か ら の 連 絡 園 か ら の 連 絡
睡眠 朝食(食べたもの) 排便 健康 備考(お迎え時間など) 給食 排便 午睡 備 考
M 21:00～6:30パ ン・ ポテ ト・ジュース × ○ 15:30 ○
T 21:30～6:45 ロ ー ル パ ン × ○ 17:30 ○
U 21:30～7:45パン・ ウインナージュース × △ 15:30 ○
I 風邪のため欠席
AK 22:00～7:30ごはん 0シャケ・マンゴープリン × ○ 15:30 ○
N 21:30～7:00ごはん・みそ汁 。ヨーグル ト × ○ 15:30 父 ○
S 20:30～6140 ごはん。卵焼き0ハム・みそ汁 × ○ 00 祖母 ○
T 22:00～8:00たらこスパゲッティ ○ ○ 15:30 ○
H 22:30～7:30パン・ ヤクル ト・みかん × ○ 16:30 ○
AU 21:30～7115 /S:/.3-r")VI × せ き 15:30 父 ○
K9 21130～7:00lvlilk × ○ 17:40 ○
S4421100～7100 ルク・ パ ン × ○ 15:00 ○
G 21:00～7:30 ピザ トー スト0牛亭L × ○ 15:30 薬をお願いします ○ 薬を飲む
調査結果
1.朝食の摂取内容について
朝食の摂取内容について分類するにあたり、コーンフ
レークやホットケーキなど主食や副食に属さない食べ物
をその他として分類した。主食のみ、主食・主菜、主食・
主菜・副菜、主食 0副菜、副食のみ、その他、飲み物の
み、欠食に分けて、年少組園児については述べ2186日、
年中組園児については述べ2352日、年長組園児について
は述べ2293日、計6831日について、個人別に集計した結
果を表2-a(年少組園児)、 表2-b(年中組園児)、
表2-C(年長組園児)に示 した。
表2-a 個人別朝食摂取表 (年少組園児)
摂取頻度 (下段は%)
食 事 内 容 人本
日 外 国 人
TA SI N TN TG A HI K HO SU *○ F39 E27*K52
物み飲
主 食 の み 119
(572)
115
68
(311)
37
112
(580)
71
186
(842)
120
129
(608)
127
108
(584)
72
58
(278)
54
50
(266)
21
154
(730)
143
136
(633)
133
47
(376)
1
2
(11)
2
16
(95)
11
21
(37 5)
21
主 食 。 主 菜
飲  み  物
13
(63)
4
95
(434)
32
9
(4 7)
2
4
(18)
0
28
(13 2)
24
35
(189)
15
2
(10)
1
6
(32)
2
26
(123)
23
50
(233)
47
5
(40)
3
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
主食。主菜・副菜
飲  み  物
0
(  0)
0
9
(41)
5
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
1
(05)
1
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
主 食 ・ 副 菜
飲  み  物
9
(43)
3
16
(73)
4
1
(05)
0
0
(0)
0
0
(  0)
0
3
(16)
2
2
(10)
1
0
(0)
0
1
(05)
0
0
(  0)
0
1
(08)
1
0
(  0)
0
0
(0)
0
0
(  0)
0
副 食 の み
物み飲
7
(34)
2
15
(69)
4
5
(26)
3
2
(09)
2
8
(38)
8
6
(32)
1
1
(05)
1
9
(48)
4
2
(09)
2
5
(23)
4
7
(56)
2
0
(  0)
0
2
(12)
1
0
(  0)
0
他のそ 57
(274)
12
(55)
11
(57)
28
(127)
47
(222)
28
(151)
16
(85)
9
(43)
24
(112)
38
(304)
0
(  0)
7
(42)
5
(89)
飲 み 物 の み 3
(14)
4
(18)
55
(285)
1
(05)
0
(  0)
4
(22)
134
(64 1)
34
(181)
18
(85)
0
(  0)
14
(112)
185
(989)
136
(810)
30
(536)
食欠 0
(  0)
0
(  0)
0
(  0)
0
(  0)
0
(  0)
0
(  0)
0
(  0)
73
(388)
1
(05)
0
(  0)
13
(104)
0
(  0)
7
(42)
0
(  0)
208
(100)
219
(100)
193
(100)
221
(100)
212
(100)
185
(100)
209
(100)
188
(100)
211
(100)
215
(100)
125
(100)
187
(100)
168
(100)
56
(100)
欠 席 日 数 11 9
調 査 日 数 230
注1)飲み物の数字は、食事に飲み物がついた食事数。
注2)*印の園児は、中途入所の園児。
年少組園児においては、表2-aに見られるように、
日本人では11名中7名で朝食を主食のみですます日が50
%以上あった。K児は欠食が多く、欠席日数も多かった。
HI児、N児では飲み物のみですます日が多 く、TA児、
TG児、O児ではコーンフレークや菓子等ですます日が
20%以上あった。主食・主菜 0副菜がそろった朝食を摂
取 していた園児は少なく、最も摂取の割合が多かったS
児でも全調査日数中のうち、 9日間 (41%)にすぎな
かった。SI児、SU児は、主食・ 主菜を比較的多 く摂取
していた。X保育園に在園している外国人の園児の朝食
の特徴として、牛乳などの飲み物だけですますというこ
とがあるが、F39児、E27児では80%以上の日で、飲み
物だけの朝食であった。K52児についても、50%以上の
日が飲み物のみで、主食を摂取した日は375%にすぎな
かった。
年中組園児においては、表2-bに見られるように、
日本人ではMR児、MK児、T児で主食・ 主菜・副菜が
そろった食事が比較的多く摂取されていた。欠食した園
児も少なく、朝食を主食だけですますことが多い園児は、
年少組の園児に比べれば少なかったが、TO児は、飲み
物だけや、主食も副食も摂取 しなくて、 ドー ナツやケー
キだけですます朝食が多かった。そしてTO児は欠席日
表2-b 個人別朝食摂取表 (年中組園児)
摂取頻度 (下段は%)
食事内容
人本日 外 国 人
*TM*NONA H MK ⅣIS lI Y MR TO TU ?? トン129T43F3 G28*T
主 食 の み
物み飲
8
(296)
6
84
(480)
60
64
(303
62
146
(67 0)
139
15
67
10
90
(413)
63
90
(39 1)
35
64
(314)
61
42
(197)
28
77
(397)
73
148
(69 2)
4
160
(717)
14
48
294
29
10
(88
8
61
(32 4〕
36
4
(20)
1
4
(129)
0
主食・ 主菜
飲 み 物
7
(259〕
6
63
(360)
41
72
(34 1)
57
37
(170)
27
75
333
48
64
(294)
47
65
(283)
28
132
:64 7)
103
28
131)
18
5
(26)
4
57
(266
1
24
(108
1
0
(   0)
0
0
(  0)
0
0
(   0)
0
0
(  0)
0
2
(65)
2
主食。主菜・副菜
飲 み 物
5
(185)
5
7
(40)
5
27
(128)
22
3
(14)
2
85
(378)
46
7
(32)
5
23
100)
9
4
(20)
2
107
(502
45
l
(05)
1
3
(14
2
5
(22
0
0
0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
0
(  0)
0
主食・ 副菜
飲 み 物
3
(111)
3
16
(91)
10
33
(156)
28
11
(50)
9
49
(218)
34
22
101)
22
4
(17)
4
0
(   0)
0
29
(136
21
0
(   0)
0
1
(05)
0
1
(041
0
0
0)
0
0
(   0)
0
0
(   0)
0
0
(   0)
0
0
(  0)
0
副 食 の み
飲 み 物
1
(37)
1
1
(06)
0
6
(28)
6
7
(32)
6
1
(04)
1
6
(28
5
4
(17
1
2
(10〕
2
5
(23)
2
5
(26)
0
2
(09)
1
3
(12
0
4
25)
2
2
(18)
2
1
(05)
1
0
( 0)
0
1
(32)
1
そ の 他 1
(37
3
(17)
9
(43
6
(28
0
(   0)
24
(110)
44
(191)
1
(05)
2
(08)
57
(294)
3
(14)
30
(135
6
37)
0
( 0)
19
(101)
0
(   0)
3
(97)
飲み物のみ 2
(74
0
(  0)
0
(  0
8
(37)
0
(  0)
5
(23)
0
(   0)
1
(05)
0
(  0)
49
(253)
0
(   0)
0
(   0
105
(644)
102
(895)
107
(569)
194
(980)
21
(677)
食欠 0
(   0)
1
(06)
0
(  0)
0
(   0)
0
(   0(
0
0
0
(  0)
0
( 0)
0
(   0)
0
(   0)
0
(   0)
0
(   0
0
(   0)
0
(   0)
0
(   0)
0
(   0)
0
(   0)
計 27
(100)
175
(100)
211
(100)
218
(100)
225
(100)
218
(100)
230
(100)
204
(100)
213
(100)
194
(100)
214
(100)
223
(100)
163
(100)
114
(100)
188
(100)
198
(100)
31
(100)
欠 席 日 数 5 0 7
調 査 日 数 230
注1)飲み物の数字は、食事に飲み物がついた食事数。
注2)*印の園児は、中途入所。退所の園児。
数も多かった。外国人では、どの園児も牛乳などの飲み
物だけですます朝食が多かった。中でもT43児とG28児
については、飲み物だけですます日が多かった。M29児
とF3児は約30%の日は主食 (パン)を摂取していた。
年長組園児においては、表2-Cに見られるように、
日本人では朝食の摂取内容で特徴的なことは、畠1菜の摂
取がほとんど無いことである。中でもT児とH児は、80
%以上の日の朝食が主食だけであった。欠席日数でも、
G児は調査日数の内56日を欠席していた。11名中6名の
園児について、10%以上の日が主食や副食の無い朝食で
あった。外国人では、S44児とA51児では主食 (パン)
を摂取 していたが、K9児は飲み物だけの朝食が多かっ
た。X保育園に在園している外国人の園児は、どの国の
外国人でも飲み物だけの朝食か、またはパンと飲み物の
朝食が多かった。
表2-C 個人別朝食摂取表 (年長組園児)
摂取頻度 (下段は%)
食 事 内 容
人本日 外 国 人
M 「 U I AK I NS T H AU G K9 ?? *A51
物み飲
主 食 の み 116
(532)
80
130
(588)
6
78
(373)
69
101
(479)
44
138
(65 1)
92
130
(602)
120
108
(486)
57
174
(813)
1
192
(95 0)
190
123
(63 1)
97
79
(457)
26
32
(187)
22
174
(845)
155
72
(774)
47
物み飲
主 食 。 L菜 43
(197)
37
65
(294)
2
62
(297)
60
29
(137)
8
38
(179)
14
76
(352)
62
59
(266)
28
29
(136)
1
2
(10)
2
40
(205)
14
48
(277)
14
1
(06)
1
7
(34)
4
2
(22)
1
主食 。主菜・副菜
飲  み  物
6
(28)
3
0
(  0)
0
2
(10)
2
1
(05)
0
0
(  0)
0
1
(05)
1
12
(54)
5
4
(19)
1
0
(  0)
0
0
(  0)
0
3
(17)
1
0
(  0)
0
1
(05)
1
0
(  0)
0
主 食 ・ 副 菜
飲  み  物
19
(87)
19
3
(1 4)
0
5
(24)
5
2
(09)
1
24
(113)
16
4
(19)
3
19
(86)
10
4
(19)
2
1
(05)
1
5
(26)
3
16
(92)
5
0
(  0)
0
1
(05)
1
0
(  0)
0
副 食 の み
物み飲
7
(32)
6
0
(  0)
0
33
(158)
31
21
(100)
12
3
(14)
2
1
(05)
1
11
(50)
6
1
(05)
0
0
(  0)
0
2
(10)
0
5
(29)
3
1
(06)
0
10
(49)
5
0
(  0)
0
他のそ 25
(115)
23
(104)
25
(120)
41
(194)
4
(19)
4
(19)
10
(45)
2
(09)
7
(35)
22
(113)
21
(121)
9
(53)
4
(19)
11
(118)
飲 み 物 の み 2
(09)
0
(  0)
4
(19)
16
(76)
5
(24)
0
(  0)
3
(14)
0
(  0)
0
(  0)
3
(1 5)
1
(06)
128
(749)
9
(44)
8
(86)
食欠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
言十 218
(100)
221
(100)
209
(100)
211
(100)
212
(100)
216
(100)
222
(100)
214
(100)
202
(100)
195
(100)
173
(100)
171
(100)
206
(100)
93
(100)
欠 席 日 数 11 8 7
調 査 日 数 229 229
注1)飲み物の数字は、食事に飲み物がついた食事数。
注2)*印の園児は、中途入所の園児。
2.朝食の主食パターン別副食内容の検討
日本人については、主食を米飯食とパン食に分けた場
合の副食内容を検討するために、各園児の調査期間中の
朝食を主食について、米飯食とパン食に分類し、それぞ
れ主食のみ、主食・主菜、主食・主菜・副菜、主食・ 副
菜の摂取を集計した。副食のみや、コーンフレー ク、 ドー
ナツ等の主食の無い朝食および飲み物だけの場合も別に
集計した。 ドー ナツやカステラ等の菓子だけを食べた場
合や、飲み物だけを摂取 した場合は朝食の概念には適さ
ないが、摂取者の数を知るために集計上これらの項目を
設けた。
年少組園児は、2099食について集計 し分析した。その
結果、表3-aに示 したように米飯食の摂取数は 523食
(全朝食数の249%)で、パン食の摂取数は926食(全朝
食数の441%)でパン食の方が多く摂取されており、米
飯の400%は副食を伴っていたが、パン食の889%には
副食がなかった。副食のみの朝食は67食でこれは全朝食
数の32%にあたる。また、コーンフレークや ドーナツ
等のみですます朝食が282食(全朝食数の134%)あり、
飲み物だけの朝食も267食(全朝食数の127%)あり、
両者を合わせると549食となり、 これは全朝食数の261
%にあたる。欠食をした日が述べ87日あり多かったが、
これはK児とO児の欠食回数が多かったことによるもの
である。米飯食の飲み物については、みそ汁よりも牛乳
が多かった。パン食においては、牛乳を摂取していたの
はパン食全体の323%で、飲み物がついていてもジュー
スや乳酸菌飲料が多く摂取されていた。飲み物の摂取情
況については、牛乳の摂取は、飲み物全体の493%で一
番多く、次いで乳酸菌飲料の210%であった。みそ汁の
摂取は62%にすぎなかった。
表3-a 主食パターン別の副食・飲み物の摂取状況 (日本人・年少組園児)
摂取頻度 (下段は%)
主食別パターン 米飯食 パン食 *混合食 麺類など 副食のみ * * ,< <(./)1fl 飲み物のみ
主 食 の み
*1)314
(600)
*2)823
(889)
10
(71 4)
*4) 20
(1000)
?
? ―ψ 醇
"33ドーナツ  (117)
菓子乱D
果物他選9
主 食 ・ 主 菜
175
(335)
96
(104)
2
(143)
0
(  0  )
主菜のみ  (|16)
主食。主菜・副菜
8
(15)
2
(02)
0
(0)
0
(0)操 眼 (ID
主 食 ・ 副 菜
26
( 5 0)
5
(05)
2
(14 3)
0
(0)眼のみ温①
計
523
(1000)
926
(1000)
*3)14
(1000)
20
(1000)
67
(1000)
282
(1000)
267
(1000)?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
79
63
114
39
3
1
2
3
1
3
7
4
2
7
11
13
1
17
100
45
3
33
193
38
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注 欠食は87食。*  米飯とバン食など主食に2種類あるものを混合食とした。** 食事についている飲み物の種類。***主食・副」気共にlRし。*1 カレーライス18食、チャーハン8食、五日御飯5食などの計41食を含む。*2 サンドイッチ50食を含む。*3 米飯とパン13食、米飯とラーメン1食。*4 ピザ9食、うどん4食など。
年中組園児は、2351食について集計し分析した。その
結果、表3-bに示したように米飯食の摂取数は1000食
(全朝食数の425%)、パン食の摂取数は 795食(全朝食
数の338%)で米飯食の摂取数がパン食の摂取数よりも
多かった。米飯食では、主食・主菜 0副菜を摂取 してい
た園児が23.3%、主食・主菜の摂取者は32.5%、主食・
副菜の摂取者は12.2%で、パン食を摂取 した園児では、
30.6%の園児は主菜を摂取していたが、副菜を摂取 して
いた園児は179%であった。麺類を摂取 していた園児で
は、主食のみの摂取者が多く、副食はほとんど摂取され
ていなかった。 ドー ナツ、ホットドッグ等の摂取割合は、
全朝食数の77%で、飲み物だけの摂取割合は28%であっ
た。飲み物については、米飯食を摂取していた園児のう
ち23.2%の園児がみそ汁を摂取していた。パン食の摂取
者では、牛乳よりも乳酸菌飲料やジュース等の摂取が多
かった。
年長組園児は、2293食について集計し分析した。その
結果、表3-Cに示 したように米飯食の摂取数は875食
(全朝食数の382%)、パン食の摂取数は 842食(全朝食
数の367%)で米飯食とパン食の摂取数はほとんど同 じ
であった。米飯食では、主食のみを摂取 していた園児が
54.4%あり、主菜を摂取した園児は369%あったが、副
菜を摂取した園児は113%であった。パン食を摂取 した
14
園児では、主食のみを摂取した園児が77.6%あり、主菜
を摂取した園児は196%で、その内、主食・主菜 0副菜
を共に摂取した園児はパン食を摂取 した園児の06%で
あった。副菜を摂取した園児はパン食を摂取した園児の
3.5%であった。主食が米飯とパ ンの両方などの混合食
や麺類を摂取 した園児では、主食のみを摂取した園児が
80%以上あった。 ドー ナツや、コーンフレーク等の摂取
割合は、全朝食数の80%で、飲み物だけの摂取割合は1.
5%であった。飲み物については、米飯食を摂取 してい
た園児のうち382%の園児がみそ汁を摂取 していたが、
牛乳の摂取者は15%であった。パン食を摂取 した園児
のうち牛乳を摂取 した園児は6.3%で、乳酸菌飲料を摂
取した園児は366%で、乳酸菌飲料の方が多く摂取され
ていた。
表3-b 主食パターン別の副食 。飲み物の摂取状況 (日本人 0年中組園児)
摂取頻度 (下段は%)
主食別パターン 米飯食 パン食 *混合食 麺類など 副食のみ ***Zalfu 飲み物のみ
主 食 の み
*1) 320
(32 0)
*2)468
(589)
97
(642)
*4) 103
(880)
?
? ドーナツぶっ
い〃洲の
わけ・ だ。
‐″馴 £Э
主 食 ・ 主 菜
325
(325)
243
(306)
47
(311)
14
(120)
揉のみぶっ
主食・主菜・冨1菜
233
(233)
40
(50)
4
(26)
0
(0) 操 眼 (1。
主 食 ・ 副 菜
122
(122)
44
(55)
3
(20)
0
(0)藤 のみ ()の
計
1000
(1000)
795
(1000)
*3)151
(1000)
117
(1000)
43
(1000)
180
(1000)
65
(1000)?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
232
99
107
154
14
172
101
253
11
9
14
27
2
2
3
11
1
8
10
6
0
44
18
3
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注 欠食は1食。* 米飯とパン食など主食に2種類あるものを混合食とした。** 食事についている飲み物の種類。***主食・副食共に無し。*1 カレーライス43食、雑炊25食、チャーハン11食などの計97食を含む。*2 サンドイッチ28食などの33食を含む。*3 米飯とバン51食、米飯とラーメン19食など。*4 ラーメン42食、うどん32食、スパゲティ18食など。
表3-C 主食パターン別の副食・飲み物の摂取状況 (日本人 0年長組園児)
摂取頻度 (下段は%)
主食別パターン 米飯食 パン食 *混合食 麺類など 副食のみ *,r X<D\fi, 飲み物のみ
主 食 の み
1)476
(544)
*2)653
(776)
*3)82
(882)
*4) 158
(873)
??
? ドーナツ  』;5)
コーンフレーク   (:10)
果   物   (%0)
ホットケーキ他  (〔:5)
主 食 。主 菜
300
(343)
160
(190)
10
(108)
21
(116)
揉のみ温め
主食。主菜・副菜
23
(26)
5
(06)
0
(0)
1
(06)操 順 (l①
主 食 ・ 副 菜
76
(87)
24
(29)
1
(11)
1
(06)課 のみ (lD
計
875
(1000)
842
(1000)
93
(1000)
181
(1000)
84
(1000)
184
(1000)
34
(1000)
**みそ 汁
乳 酸 菌 飲 料
牛 乳
ジ ュ ー ス 他
296
97
13
62
31
308
53
217
4
4
0
5
1
6
0
5
3
19
3
36
l
22
13
38
2
25
1
6
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注 欠食は無し。* 米飯とパン食など主食に2種類あるものを混合食とした。** 食事についている飲み物の種類。***主食・副食共に無し。*1 チャーハン35食、カレーライス34食、五日御飯18食などの計93食を含む。*2 サンドイッチ35食を含む。*3 米飯とラーメン35食、米飯とパン24食など。*4 うどん75食、ラーメン36食、スパゲッティ30食など。
以上の結果を日本人についてまとめてみると表4に示
したとおり、米飯食の摂取者の537%には副食が伴って
いたが、パン食の摂取者の758%が主食のみの摂取となっ
ていた。さらに、その他や飲料のみの摂取の割合を含め
た日本人の朝食の摂取情況を図2に示した。述べ6831食
のうち、主食のみの摂取数が3524食で一番多 く516%を
占め、主食と副食を摂取した朝食は2013食で29.5%であっ
たが、そのうち主食・主菜の摂取数は1393食で20.4%、
主食・主菜・副菜の摂取数が316食で46%、主食・副菜
の摂取数が304食で4.5%であった。副食のみの摂取数は
194食で28%、 ドー ナツやコーンフレーク等の主食や副
菜のない食事の摂取数が646食で95%あり、飲み物のみ
の摂取数も646食あり54%を占めた。欠食した日が述べ
88日あった。
表4 朝食の摂取状況のまとめ (日本人)
2.8%1.3%
??????
主食のみ
主食と副食
副食のみ
その他
飲み物のみ
欠食
摂取頻度 (下段は%)
主食別パターン 米飯食 ンヾ食 混合食 麺類など 副食のみ その他 飲み物のみ
主 食 ・ 副 食
1,288
(537)
619
(24 2)
69
(267)
37
(116) ?
?
?
?
?
?
?
主 食 ・ 主 菜
主食・主菜・副菜
主 食 ・ 主 菜
499
47
73
35
1
1
主 食 の み
1,110
(463)
1,944
(75 8)
189
(73 3)
281
(884)
計
2,398
(1000)
2,563
(1000)
256
(1000)
318
(1000)
194
(1000)
646
(1000)
366
(1000)
16
図2 朝食の摂取状況 (日本人)
外国人については、表5-aから表5-Cに見られる   児でも、主食を摂取 していた園児は186%で、飲み物の
ように、主食有り、主食無し、菓子や果物等のその他、   みを摂取 していた園児が762%と多数を占めた。年長組
飲み物のみに分類した。その結果、年少組園児では表5-   園児では、主食の摂取数が290食ありこれは全朝食数の6
aに見られるように、主食の摂取数は39食でこれは全朝   17%にあたり、飲み物のみの摂取数は145食で全朝食数
食数の95%であり、いずれも冨1菜を伴わず、主食と飲   の309%であったが、主食有りの朝食のうちの959%は
み物を摂取していた。また飲み物のみの摂取数が351食   副菜を伴っていなかった。
あり、これは全朝食数の854%を占めていた。年中組園
表5-a 朝食の摂取状況 (外国人 0年少組園児)
注 欠食は7食。*  食事についている飲み物の種類。** 主食・副食共に無し。*1 パン37食、米飯 1食、ラーメン1食。
表5-b 朝食の摂取状況 (外国人・年中組園児)
注 欠食は無し。*  食事についている飲み物の種類。** 主食 。副食共に無し。*1 パン111食、米飯14食、ラーメン2食。
摂取頻度 (下段は%)
食 事 パ タ ー ン 主食有り 主食無し(冨1食のみ) * * <a|fu, 飲み物のみ
主 食 の み
*1)    39
(1000)
?
?
?
?
?
?
?
11
(917)
1
(83)
主 食 。 主 菜
0
(0)揉のみ 温①
主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜
0
(0) 操 眼  (:)
主  食  ・  副  菜 0(0) 眼のみ 温①
計
39
(1000)
2
(1000)
12
(1000)
351
(1000)?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
ll
19
4
0
1
0
6
6
0
0
339
12
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摂取頻度 (下段は%)
食 事 パ ター ン 主食有り 主食無 し(副食のみ) * * < o)lb, 飲み物のみ
主 食 の み
*1) 127
(984)
?
?
?
?
?
?
24
(857)
4
(143)
主 食 。 主 菜
2
(16)蝶のみ ぶ①
主 食 。主 菜 ・ 副 菜
0
(0) 謙 順  (:)
主 食
?
? 菜
0
(0)訴のみ ぶ①
言十
129
(1000)
8
(1000)
28
(1000)
529
(1000)
*乳 酸 菌 飲 料
牛
，
?
ジ ス 他
21
52
8
0
5
1
0
14
0
0
517
12
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表5-C 朝食の摂取状況 (外国人・年長組園児)
摂取頻度 (下段は%)
食 事 パ タ ー ン 主食有り 主食無し(副食のみ) + * <0)1& 飲み物のみ
主 食 の み
*1)    278
(95 9)
菓子 だD
肉マン (『Э
果物他 潤υ
主 食 主 菜
10
(34)揉のみ 温①
主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜
1
(03)操 謀  (:)
主 食
?
? 菜
1
(03)課 のみ (:)
計
290
(1000)
11
(1000)
24
(1000)
145
(1000)
*乳 酸 菌 飲 料
牛 乳
ジ ス 他
0
219
12
0
5
0
0
5
0
3
131
11
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注 欠食は無し。*  食事についている飲み物の種類。** 主食・副食共に無し。*1 パン273食、ラーメン3食、かゆ2食。
3.朝食の副食について
日本人については、朝食のうち副食を伴った5731食に
ついて副食の献立を図3に示した。米飯食では、主菜は
卵料理に次いで納豆が多く、副菜はのり、野菜の煮物等
が多かった。パン食では、主食は卵料理についで、ソー
セージやチーズが多く摂取されていたが、副食の摂取数
は少なく、サラダの摂取数も少なかった。魚料理は米飯
食では摂取されていたが、パン食では摂取されていなかっ
た。
外国人については、副食を伴わない場合が多く、副食
の摂取数では、わずかに卵料理20、肉料理 5、 ポテト5、
ハム・ ソセージ2、 チーズ1であった。
:∫l
300
250
201
El米飯食
匠Zパン食
匡国主食なし
卵料理 ソーセリ ハム チーズ 肉料理 魚料理納豆 豆腐 のり 騨鵠 和え物サラダポテトその他
図3 朝食の副食 (日本人)
4.園児の起床時刻、睡眠時刻、睡眠時間、朝の排便に
ついて
起床時刻について、日本人と外国人に分けて図4-a
と図4-bに示 した。日本人については、年少組園児で
は午前7時までに起きた日数は423%であったが、年長
組園児では6時半過ぎから7時までに起きた日数は324
E,tuu
%で、7時過ぎから7時半までに起きた日数は375%、
7時半過ぎから8時までに起きた日数が15.6%あった。
外国人については、年少組園児が7時半過ぎから8時ま
でに起床した日数が333%あり、年長組園児では8時過
ぎから8時半までに起床 した日数が113%あった。
El年)1目見
[三二]年中岨目見
[≡三]年長1目見
巨コ年州目見
[三二]年中1日見
[EIヨ年長ヨロ見
～I::1  ～::01  ～8::1  ::31～
llll
911
:ll
lll
611
∫ll
401
:ll
:11
1ll
l
～1:ll ～6:ll  ～7:11  ～I:30  ～::||  ～:::l :::ト
図4-a 起床時刻 (日本人)
E^Eu
351
310
251
211
151
111
il
l
～ |:ll ～6::! ～7111
図4-b起床時刻 (外国人)
【9
就寝時刻について、図5-a(日本人)と図5-b
(外国人)に示した。年中組園児では、午後8半過ぎか
ら9時までに寝ていた日数が409%あり、9時過ぎから
9時半までに寝ていた日数も22.2%あった。しかし、年
少組園児と年長組園児では9時半過ぎから10時までの間
に寝ていた日数が最も多くそれぞれ34.4%、40.3%あっ
廷ベロ椒
た。特に年長組園児で10時過ぎから10時半までに寝てい
た日数が24.5%、10時半過ぎから11時までに寝ていた日
数がH6%、11時過ぎに寝ていた日数も53%あった。
外国人においても、就寝時刻が一番多かったのは9時半
過ぎから10時までの間であったが、日本人の園児と同様
に10時過ぎに寝ていた園児は年少組の園児に多かった。
□ 年少組園見
区コ年朝観
[II] 年長祖園児
11ll
,ll
:ll
711
611
511
411
311
211
lll
1
[.r sx
図5-a 就寝時刻 (日本人)
2,l □ 年少1目見
[II]年中鵠目見
EI三]年長岨園児
～8:ll ～::31 ～9:ll ～Ii:]～11:l! ～10:31～1:ll lll11～
～8:ll ～1:31 ～1:ll ～1::1 ～11:li ～10:31 ～Hi01 11:11～
図5-b 就寝時刻 (外国人)
日本人と外国人の睡眠時間を図6-aと図6-bに示
した。日本人では、年中組園児の睡眠時間が最 も長 く、
9時間から10時間 (10時間を含む―図中では10時間まで)
の睡眠時間をとった日に次いで、10時間から11時間まで
の睡眠をとった日が多かったが、年長組園児では、9時
間から10時間までの睡E民をとった日に次いで、8時間か
ら9時間までの睡眠をとった日も294%あった。一番睡
眠時間の短い時間帯に多く分布 していたのが年少組の園
[べ日政
El年,1目見
%年中1日1
SSSヨ年長1日見
図6-a 睡眠時間 (日本人)
児で、8時間から9時間までの睡眠をとった日が1156日
あり、これは述べ日数の52.9%にあたる。日本人、外国
人の園児で10時間以上の睡眠をとった日はそれぞれ20.6
%、211%であった。
排便の情況について日本人では、朝排便して登園した
園児は年少組の園児で374%,年中組の園児で281%、
年長組の園児で271%で、全体では30.7%の園児が排便
を済ませてから登園した(表6)。
廷ベロ1
□ 年911見
隆勿年II日見
圏 年棚
図6-b 睡眠時間 (外国人)
表6 家庭における朝の排便状況
:時間以下 ,時目まで 10時目1で 111目まで 11時目腱 3時日以下 嗜目まで 10時目まで l11日まで 11時皿
延べ日数(%)
日  本  人 外  国  人
排 便 有 り 排 便 無 し 排 便 有 り 排 便 無 し
年 少 組 園 児 1,369(626) ( 379(922)
年 中 組 園 児 661  (281)1,691(719)319(460)375(54.0)
年 長 組 園 児 622  (27 1)1,671(729)126(26.8)344(732)
考察
外国人が多く在園している愛知県内のX保育園の園児
の朝食の摂取情況は、日本人では図2に見られるように
主食と副食を摂取していた食事数は全調査食事数の295
%で、そのうちでも主食と主菜が多く摂取されており、
副菜の摂取が少なく、朝食における野菜の摂取不足が懸
念された。筆者は、1988年に504名の園児について連続
した3日間の朝食を調査した。その結果は、米飯食762
食(50.7%)、パン食627食(417%)、麺類50食(33%)、
その他54食(36%)、飲み物のみ11食(07%)、欠食 8
食 (0.7%)であった。そして米飯食の768%には副食
があり、パン食でも478%に副食があったが、今回の調
査では、米飯食の2398食に対 して、パン食が2563食とパ
ン食の方が多く、副食を伴ったのは米飯食で53.7%、パ
ン食で242%であり、パン食の場合には牛乳よりも乳酸
菌飲料やジュース等が多く飲まれていた。そして、食事
という概念には8、さわしくない ドー ナツやコーンフレー
クなどその他に分類 したものを摂取していた日数と飲み
物だけで済ませた日数を合わせると全体の149%になっ
た。また欠食の日数も13%あった。 これらのことは、
朝食における簡便化がさらに進んでいることを示 してい
る。また、現在のキャンパスに本学が移転するまであっ
た本学文学部の附属幼稚園の園児69名を対象として1984
年に筆者が行った連続した3日間の朝食調査5)では米飯
食102食(493%)、パン食94食(454%)、その他9食(43
%)、欠食2食(10%)であった。そして、米飯食の941
%、 パン食の74.5%は副食を伴っていた。今回の調査で
は、長期間におよぶ調査であったが1園における調査で
あったため、調査人数が少なかったのでさらに、調査を
重ねる必要がある。
外国人では、述べ1575食の朝食について主食を摂取 し
ていたのは458食(29.1%)で、そのうち、副食があった
のは31%であった。副食のみが21食(13%)、菓子など
のその他が64食(41%)、飲み物のみが1025食(651%)、
欠食は7食(04%)であった。朝、園児が登園するまで
に摂取するものは、飲み物だけかあるいは主食を摂取し
てもそれに副食を伴うことはまれのようであった。朝食
の内容について、園児の国籍による特徴が見られるかど
うかは、外国人の園児の数が少なかったので分析できな
かったが、いずれの園児についても朝食に主食と副食を
摂取する習慣は無いようであった。
就寝時刻と朝食の関係について、就寝時刻が午後10時
以降の園児 (日本人)の朝食の摂取内容を調べた。まず、
年少組園児では述べ調査日(2186日)のうち905日(414
%)が10時以降の就寝となっており、夜遅く寝る園児が
多いことが指摘される。そして、午後10時以降に就寝し
た翌日の朝食は、コーンフレーク等のその他に分類され
るものが12.6%で、飲み物だけの朝食が18.9%と朝食の
内容が問題のあるものとなっていた。さらに、午後11時
以降に就寝した場合には、飲料のみの朝食が414%となっ
て就寝時刻の遅いことが翌日の朝食の内容にも影響して
いた。年中組園児では、午後10時以降に就寝 した日は
158日で述べ調査日の67%であった。そして、その大半
は一人の園児 (Y児)の就寝時刻の多くが午後10時半か
ら11時と比較的遅いことによるものであった。彼の朝食
の内容は、主食・主菜を摂取することが多かったため、
クラス全体として朝食についての問題は少なかった。年
長組園児では、午後10時以降に就寝 した日は356日で述
べ調査日の155%であった。午後10時以降に就寝 した翌
日の朝食の内容では、 ドー ナツ等のその他の摂取者が10
8%あった。
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次に、朝食の摂取内容が比較的良好であった年中組の
MK児とMR児の起床時刻と就寝時刻について検討した。
MK児の朝食は表2-bに見られるように、主食 。主菜・
副菜を摂取した日が378%、主食と主菜または副菜を摂
取した日が551%であった。MR児の朝食は、主食 。主
菜・副菜を共に摂取した日が502%、主食と主菜または
目1菜を摂取した日が26.7%であった。彼らの起床時刻と
就寝時刻について検討した結果、MK児は午後 9時10分
から9時20分に就寝し、午前 7時10分から7時20分に起
床する生活であった。MR児は、ほとんどすべての日に
おいて午後9時に就寝 し、午前7時に起床するという規
則的な生活であった。230日の調査日のうち午後10時以
降に就寝した日は、MK児が2日でMR児が4日であっ
た。そしてMk児、MR児共に97%以上の割合で午前 7
時半までに起床していた。
さらに、調査日中欠席日数が30日以上あった園児の朝
食の内容については、表2-a、表2-b、表2-Cと
結果の項目に見られるとおり、いずれの園児の朝食内容
も良好とは言えず、主食のみの朝食や、飲み物のみある
いは ドー ナツ等のその他に分類された朝食の摂取割合が
局かった。
外国人の朝食については、就寝時刻に関わらず飲み物
のみの朝食であったり、パンを食べても冨1食を摂らなかっ
たりとその内容については大いに考慮しなければならな
い。X保育園の保育士の話によると、園児は家庭で牛乳
にココアをいれた飲み物を飲むということであるが、こ
のような飲み物を飲む習慣を筆者もヨーロッパヘ旅行し
た時経験したが、彼らは朝食にパンの他にもチーズやハ
ム等を食べていたので、どういう過程を経てブラジル人
を中心とするこれら外国人の食生活が形成されてきたの
か興味のあるところであるが、当面園児に対 しては、朝
食にも副食を摂取するようにという保育士や調理師から
の働きかけがあってもよいと考える。
わが国の国民健康づくり運動の一環として2000年度に
スタートした「健康日本21」では、栄養・食生活の項目
の中で朝食の欠食率の減少と1日あたりの野菜の摂取量
の増加を挙げているが6)、朝食について単に欠食率の減
少を目指すのではなく、朝食も野菜を摂取するなどその
内容にも配慮することが必要である。
筆者の保育内容論「健康」(2年生を対象)の授業の
中で、現在の子どもの健康に関する問題点を挙げさせた
ところ、食生活については「朝食の欠食」、「偏食」、「か
まない子がいる」等々適切な指摘があり、他にも「外遊
びの減少J、「おそ寝 0おそ起き」などの意見が出された。
このように朝食の欠食については度々指摘されることで
あるが、その内容については論議されていない。ファー
ストフードの進出など食生活の簡便化は進むと考えられ
るが、子ども達の健康のために、そして自分の健康のた
めに何を選択するべきか考えることが大切である。
幼児の就寝時刻については、筆者の1986年の幼稚園児
を対象とした調査7)ぉょび1988年の幼稚園児と保育園児
を対象とした調査8)でぃずれにおいても、午後10時以降
に就寝した園児の割合は5%未満であった。日本小児保
健協会が2000年9月に実施 した幼児健康度調査結果の報
告書9)でも1980年、1990年の調査と比較すると幼児の就
寝時刻は年々遅くなっており、特に2000年の調査では3
歳児で午後10時以降に就寝する児の割合が52%に達 した
と述べている。ベネッセ教育研究所の報告書10)でも、
夜更かしをする子の増加と1～3歳の未就園児で夜型生
活をする児の増加を指摘 している。筆者の今回の調査で
も10時以降に就寝 した児の割合が高かったのは前述のよ
うに年少組の園児であった。年少組の園児は、保育園で
午睡をとる影響もあるかと思うが、年齢を考慮すればもっ
と早い時刻に児を寝かせるべきであろう。近年、幼児の
生活が夜型に移行していることについては、親の生活と
の関連などが指摘されているが、前述の学生の討論の中
で出された「もっと幼児に外遊びの大切さやおもしろい
外遊びを大人が教えるJという意見も尊重する必要があ
る。食生活のこと、睡眠のこといずれについても、幼児
にとって何が大切であるかを親や保育者が真剣に考え、
それを毎日の生活の中で実行することが必要である。
まとめ
筆者が、外国人の子どもの保育について観察した愛知
県内のX保育園の3歳～6歳の園児45名(日本人34名、
外国人11名)を対象として、園児の家庭での生活情況を
保護者が記入 した用紙を基に園児の朝食の摂取内容や起
床時刻 。就寝時刻等の生活 リズムについて1999年度 1年
間分を集計しそれぞれを検討すると共に、朝食の摂取内
容と睡眠との関連についても検討し、以下の結論を得た。
1)日本人の園児では、朝食の摂取内容は主食のみで済
した日が全調査日の516%と半数以_Lを占め、主食と
副食を共に摂取した日は295%であった。そして、14
8%の日は主食も副食も無い菓子類や飲み物だけの朝
食であった。
米飯食よりもパン食が多く摂取されており、パン食
では副食を伴わない日が758%もあり、中でも副食の
摂取はほとんどなく、朝食の簡便化が進んでいると思
われた。
朝食の摂取内容について、年少組の園児と年長組の
園児で主食のみを摂取していた園児が多く、副菜を摂
取していた園児は少なかった。年中組園児では、主食 0
主菜・副菜を共に摂取 していた児があり、彼らの起床
時刻や就寝時刻は規則的で割合に早寝・早起きであっ
た。
2)外国人の園児では、飲み物だけを摂取して登園して
くる園児が多く、年少組園児では85.4%の目が飲み物
だけの摂取であった。
3)起床時刻について、午前7時までに起床 した日は日
本人で全調査日の48.8%、外国人で446%で共に半数
以下であった。午前7時半以降に起床 した日は日本人
で17.4%、外国人で24.4%あった。
4)就寝時刻について、午後9時までに就寝した日は全
調査日の306%、外国人で258%であった。午後10時
以降に就寝した日は日本人で208%あり、中でも年少
組園児は、414%の日で午後10時過ぎに寝ていた。外
国人の園児でも、217%の日が午後10時以降の就寝で
あった。
5)睡眠時間について、10時間以上の睡眠時間を取った
日は日本人で206%、外国人で211%であった。 日本
人の年少組園児については9時間以下の睡眠時間の日
が597%あった。これは、就寝時刻の遅い日が多いこ
とによるものであった。
最後に本稿をまとめるにあたり、いろいろお世話にな
りましたX保育園の皆様に心からお礼申しあげます。
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A Study on Breakfast and Life Style of X Day Nursery Children
NAKAGAWA Yoshiko
The author reported a study on the relation of breakfast to children's life style. The
investigation was held for ayear in X Day Nursery which accepted many foreign chii-
dren, especially Japanese-BraztLtar,.s. The subjects were 45 children of thi.s nursery;
34 Japanese and 11 foreigners of 3 to 6 years old.
The following results were obtained.
1) Japanese children took only staple food more than 50 percent of total days, and
they took more bread than rice as staple food.
D l\{ost of foreign children, especially 3 years old, took only drinks for break-
fast.
3) Both Japanese and foreign children stay until late. Three years old children
slept after 10 p.m. at 40.9 percent of total days.
